
パブリックコメント結果

ご意見 対応

1

中学生も遊びたい ターザンロープ、スケボーとかブレボーとかインナースケートとかできる場所がほしい 長いすべり台とか急なひゅんって感じ（恐竜博物館の近くの公園のすべり台みたいなの）のす

べり台がほしい ゴミ箱の設置 めっちゃ飛ぶトランポリン 風で飛んでる感を味わう場所 ロッククライミング ボールの海　壁に穴が開いてて点数が書いてあって投げて入れる　泳ぎたい

・ターザンロープ、ボルダリングに関しては、設置予定としております。

・トランポリンに関しては、里海ゾーンに大きなエアー滑り台を設置することにより、滑ったり、跳ねたりできる機能を確保しております。

・ボール遊び、球技等は、隣接する健民体育館や運動公園等を使っていただきたいと考えております。
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かめんたんを整備し、昆虫の住む森、魚の住む小川等、里山里海を感じられる所にして欲しい。老人が子供の頃を思い出す雰囲気があると良いですね。ハザ干しの稲があったり、季節感を感じられる

作りも良いと思います。

いただいたご意見を今後の運営の参考とさせていただきます。

3

天気が悪くても、室内で身体を動かすことができる施設。遊び場が少ないと感じている大人の意見もよく聞くので、必要であると思います。強いての私の意見ですが、アンケートにもあるように遊具

が多いことで、死角がたくさんあり、大人が近くで見ていないといけない状況になると思います。（もう少し走れるスペースがあったらいいな）子どもたちは色んなものを代用して使うことができる

遊びの天才なので、身体の使う動作？動詞(はしる、とぶ、すべる、まわるなど、とまる、ねるなど)のバランスを考えながら色んな工夫ができたらいいなと思いました。勝手ながらすみません。とて

も楽しみにしています。よろしくお願い致します。

・死角での危険性がないよう配慮いたします。

・アスレチックで体を大きく使うことができるよう考慮しております。
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・雨天荒天時の利用が見込まれるため、駐車場から館内入口までの歩道に屋根をつけるか、館内入口を駐車場側に設置してほしい。

・遊んだあとに気軽に使える手洗いスペースが欲しい。

・マイボトルに給水給湯ができるウォーターサーバーのような設備があるとうれしい。

・すべり台やブランコ、ターザンロープなどの遊具遊びは、数回体験すると飽きてしまうものなので、常設の遊具はできるだけ多様な遊びが展開されやすいシンプルなものにし、全体的にもう少し余

白を作り、バルーン遊具は期間限定で設置する、夏場は水遊びができるようにする、など飽きない工夫が必要。

・(ハード面ではなくソフト面での希望)芸術祭開催地なので、今まで以上に、この遊び場を利用したアーティストとこどもとの交流が

生まれるとうれしい。こどもの遊び場にこそ、アートが散らばっていてほしい。

知らぬうちにアートにふれているような機会がこういう場に散見されるとすてきなまちだなと思う。

(トイレにアーティストの絵が飾ってある、などささいなことでも)

・会議室を、市内各所にあるようなきちっとした会議室ではなく、ラフでカジュアルでリラックスできる明るい空間にしてほしい。

そして会議室という名前ではなく、レンタルスペース、貸切りスペースなど誰でも気軽に使えるようなものにしてほしい。

・完成イメージでは、靴を履いているように見えるが、こどもが裸足で安全に遊び回れる環境であってほしい。

・建物の南側および西側にコロネード（半屋根空間）を連続的に設置することにより、雨天荒天時においても濡れることなく、安全かつ快適に移動できる

よう配慮いたします。

・駐車場から建物までの動線に関しては、詳細な設計時に対応可能か検討を行います。
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・動線について

→入り口は駐車場側にある方が入りやすいように感じます。

・駐車場について

→雨雪の日に利用することを考えると、駐車場から入り口までは屋根があると使いやすいです。また、送迎スペースもあった方が良いです。

・遊び場空間について

→ホール・ロビーとの仕切りは極力減らして(長いソファーにするなど)、行き来しやすくした方が子どもの見守りをしやすいです。

→上記と関連して、下駄箱がロッカー以外にもある方が行き来しやすくなると思います。(例えばソファーが下駄箱になっているなど)

・トイレについて

→子ども用トイレが遊び場、ホールのどちらにも隣接するさせてほしいです。また、トイレとは別に子ども用の手洗い場も設置されていると良いと思います。

・会議室について

→会議室という形ではなく、可変な空間で居心地の良い空間にした方が中高生も使いやすいと思います。

・遊び場空間について

→2階相当に回廊を設けるなどして、ネット遊具→タワー→滑り台などの回遊性を上げた方が子どもが楽しめると思います。

・建物の南側および西側にコロネード（半屋根空間）を連続的に設置することにより、雨天荒天時においても濡れることなく、安全かつ快適に移動できる

よう配慮いたします。

・駐車場から建物までの動線に関しては、詳細な設計時に対応可能か検討を行います。

7

(1)悪天候時の利用が想定される屋内遊び場なので、駐車場及び施設入口までは屋根があることが望ましい。(参考例:石川県立図書館)(2)年齢別でのゾーン分けをするとせっかくの空間が活かしきれず手

狭にしか遊べないため、0〜2歳の乳児ゾーンのみ確保し、他は全年齢可としてほしい。

・建物の南側および西側にコロネード（半屋根空間）を連続的に設置することにより、雨天荒天時においても濡れることなく、安全かつ快適に移動できる

よう配慮いたします。

・駐車場から建物までの動線に関しては、詳細な設計時に対応可能か検討を行います。

室内遊び場の整備にご尽力いただきありがとうございます。良い施設になるよう期待しております。

以下、3点について意見を申し上げます。

1点目は、運用開始後に「走らない」などの注意や禁止事項が増えすぎることのないよう、子どもの動きを十分に見込んだ空間設計としていただきたいという点です。子どもには、走る、のぼるなど全

身を使って遊びたいというニーズが高いと思われます。こうした点を踏まえて設計されていることとは存じますが、完成後に想定外の動きに対応するため規制が増えてしまう例もあると聞きます。そ

のため、子どもが思いきり走ったり、のぼったりできることを前提に、後から過度な制限を設けずに済む空間や運用のあり方をご検討いただければと思います。

2点目は、中高生の居場所へのニーズが現在非常に高いことです。静かにすることだけを求められる場ではなく、少し賑やかに過ごしたり、交流したりできる場所も必要とされていると感じます。図書

館など既存の施設では利用の仕方に制約が生じることもあると聞いており、中高生が伸びやかに過ごせる場の必要性は大きいと思います。可動式のパーテーションなどを用いて、カフェのような場、

自習の場、交流の場など、ニーズに応じて柔軟に空間の位置づけを変えられるようにし、子どもたちの声を受け止めながら運用を工夫していただきたいです。

3点目は、乳幼児連れの親子、小学生、中高生それぞれのニーズに合った施設とするためには、実際の保護者や子どもたちの声を、文章だけで把握するのではなく、空間を使ったワークショップなども

行いながら、入口や通路、各スペースへの動線を検討していくことが大切ではないかという点です。利用者の視点を十分に反映した設計となることを期待しております。

いただいたご意見を今後の運営の参考とさせていただきます。
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